






























































1  プロジェクト管理の特徴と継続的活動との相違 
アメリカのプロジェクト・マネジメント協会 (The 
Project Management Institute, Inc.. 以下では PMI
とする) によって発行され, わが国でも翻訳書が
出版されている 『プロジェクト・マネジメント知
識体系ガイド』 (通称 PMBOK®) によると, プロジ
ェクトは ｢ユニークな製品, サービス, 結果を作
り出すよう企てられた有期性のある努力｣ (PMI, 










ィング, コンサルタント契約, 監査, 買収と権利
剥奪, 訴訟, 財務構造の作り直し, 研究開発業務, 
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2  プロジェクトのマネジメント･コントロールの手法 －アーンド･バリュー法の位置づけ－ 
情報システムの開発とインストールといったもの





のと指摘している (Anthony et al., 2007 : 731)｡ す
なわちプロジェクトに適用されるマネジメント・
コントロールは共通の性格を持つ (Anthony et al., 















製品に関してのみ判断されるという (Anthony et 





のゆく製品を作り出すことにある (Anthony et al., 








スコープ (product scope) とプロジェクト・スコー
プ (project scope) があり, プロダクト・スコープ
は ｢製品・サービス・結果を特徴づける特色およ
び機能｣ とされ, プロジェクト・スコープは ｢特
定化された特色および機能を伴う製品・サービ
ス・結果を導くのを達成するのに必要な作業｣ と





に細分化した WBS (Work Breakdown Structure) に
分解され, また WBS の階層における最下位の要
素はワーク・パッケージ (work package) と呼ばれ
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図 1 . アンソニー等による継続的活動とプロジェクトの違い 
 







いてこれをプロジェクト計画設定 (project planning) 
とプロジェクトの実施 (project execution) とプロ
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4  プロジェクトのマネジメント･コントロールの手法 －アーンド･バリュー法の位置づけ－ 






















と比較されるという (Anthony et al., 2007 : 740)｡ 
これらの報告の性格としてアンソニー等は, 次の





ているだろうか？｣ (Anthony et al., 2007 : 740) の
三つであり, (1) はスケジュールの問題, (2) はスコ




























































れと異なるものであるとして  (Anthony et al., 




























1. 行われた作業の, 既知の, 計画コストの累計 
 行われた作業の予算コスト (the budgeted 
cost of work performed) －BCWP 
2. 行われた作業の, 既知の, 実際コストの累計 
 行われた作業の実際コスト  (the actual 
cost of work performed) －ACWP 
3. スケジュール上のアクティビティーの計
画コスト総額 
 スケジュール上の作業の予算コスト (the 
budgeted cost of work scheduled) －BCWS 











実際の作業が遅れているため, BCWP と BCWS が
異なり, 差が生ずることになる｡ 
他方, ACWP はこの日に実際に行われた作業ま
での実際コストの累計である｡ 従って ACWP は




は作業の能率を反映する｡ このうち, BCWP がア
ーンド・コストと呼ばれる｡ 
このような差異についてロキャー等は, BCWP－
BCWS をスケジュール差異 (コスト表記), BCWP－
ACWPをコスト差異とし, 次のように述べている｡ 
 
・ コスト差異が 0 でスケジュール差異が負なら
ば, コスト超過はないけれどもプロジェク
トが遅れていることを示す｡ 















6  プロジェクトのマネジメント･コントロールの手法 －アーンド･バリュー法の位置づけ－ 
図 2 . ロキャー等のアーンド・バリュー法の図 
 








































































































 9 月末には, 実際コストは345,000ドルであり, 
予算コストは300,000ドルであって, 45,000ド
ル超過していることを示している｡ しかしな
がら,  9 月中に実際に完成された仕事の予算
コストは260,000ドルに過ぎず, 真の超過分は






































































































  大塚, 2008. 

























  Anthony et al., 2007 : 733-736. 
  なお, プロジェクト管理とマトリックス組織につ
いては次が詳しいので参照されたい｡ 
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